
今月の現場

神社を管理している立野石材さまから

修繕のご依頼がありました。

手水舎の屋根を支えている柱が長年の

雨風の影響で老朽化し、いつ倒れても

おかしくない状態でした。

倒壊の心配もなくなり、地域の皆さまが
安心して参拝できるようになりました。

柱を固定していた石に貫通させている
ボルトがサビてしまい…
補強の石もひび割れてきていました。

屋根を仮設足場で持ち上げ
基礎石を設置しました。
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小口（木材の断面）には
ひび割れ防止に、貝殻をすり
つぶした塗料の「胡粉」を
塗りました。

新しい柱は、耐久性に配慮し、
青森県のヒバ材を使用。
元の柱とヒバの柱を釘を使わ
ない「ほぞ継ぎ」加工し、緊結
しました。


